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要約：本研究では，大学の教員養成での教科教育法（家庭科教育法）の授業において，

ICT活用指導力向上を意図した授業を設計し，評価した。担当者のこれまでの取り組み
から判断し，学生の模擬授業を基本とした２単位時間の学習を組み立てた。事後のアン

ケート結果を分析したところ，ICT活用指導力の全体については肯定的であったが，授
業で取り上げていないテーマに対しては学習したテーマと比べ評価が低く，課題として

学んだことの応用を図っていく必要性が明らかになった。	
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１．目的	
 

	
 教員研修における ICT 活用指導力向上のための
取り組みに比して，これから教員となる大学生を対

象とした取り組みは一部の授業の開発にとどまっ

ている。しかし，今後はその状況が変わっていくこ

とが推測される。文部科学省「ICTを活用した教育
の推進に関する懇談会」報告書（中間まとめ）では，

「教員養成の段階では，教科の指導法等に関する科

目において ICT を活用した指導方法を習得するよ
うにすることが望ましく，教員養成課程にかかる必

要な制度の見直しの検討が求められる」と示されて

いる（文部科学省 2014）。 
	
 これまで，第一著者は教員養成大学・学部におけ

る体系的な ICT活用指導力の育成を主張し，教科教
育法の時間を活用することを提案した上で，その授

業デザインプロセスを提案してきた（寺嶋 2012, 
2013）。本稿においては，その考えを導入した授業
を具体的に実施し，形成的評価に資する成果と課題

を抽出することを目的とする。 
	
 

２．授業のデザイン	
 

（１）授業形態に関する調査 
これまで，教科教育法の授業に ICT活用指導力の
育成を意図した授業を導入するには，どのような形

が適切なのかについて，担当する教員へのインタビ

ューをもとに検討してきた。その結果，以下のよう

な 3つの取り組みが想定されることがわかった。 
(a)学生による模擬授業をする中で学ぶ授業 
(b)教員がシミュレーションしながらやってみせ
ることにより実施する授業 

(c)講義形式で ICT活用の概要を伝える授業 
 
（２）対象とした授業 
	
 教員養成学部における2年生を対象とした家庭科
教育法（小学校教員養成）の授業を本研究の対象と

した（なお，同じ科目を週 3 回実施していたので，
いずれも同じ展開とし，調査の対象とした）。実施

者は第二著者である。実施者への事前インタビュー

調査から上記(a)の授業が適切であることを第一著
者が判断し，著者間の議論により決定をした。なお，

実施者は模擬授業を取り入れた授業をすでに行っ

ているため，これまで行っていた授業に合わせ，2
コマの授業（180分）を行った。 
 
（３）開発した授業の概要 
	
 授業は全 15回中，13回目（第 1時）と 14回目
（第 2時）の授業であった。この 2時間の目標とし
て設定されたのが，「前半で学んだ学習指導の内容

や指導法をもとに，効果的な指導法を考え，授業に

適用することができる」であった。各授業での内容

を以下に示す。 



事前課題: グループで指導案を作成し，10 分程度
の模擬授業の準備をさせた。2つの場面は，「調理実
習において包丁の使い方を指導する」「衣服には汚

れがあることに気づかせる」であった。 
1 時間目:	
 各場面について，3班で模擬授業を行い，
よいものを 1班に集約する。各場面の模擬授業を行
い，授業を受けて気がついたことをメモする。各班

で模擬授業の検討を行い，さらに効果的な指導を行

う方法を調べる。この際に担当者が，ICT活用の可
能性も示す。 
2時間目までの課題:	
 改善した授業の模擬授業を
準備してくる。 
2 時間目:	
 準備してきた模擬授業の実演をする。
実施者以外は，気づいたことについてメモをとる。

どんな改善が効果的だったのかをグループで話し

合う。最後に教員が家庭科教育の授業における ICT
活用の意義について説明する。 
 
３．評価の方法	
 

（１）事前に，学生の前提条件を把握するため，小

学校家庭科授業の２場面について，自分ならどのよ

うに指導するかを考えさせる記述問題を課した。 
（２）事後に，15項目からなるアンケート調査を 4
件法で行った。Schmidt(2009)らが提案している教
員養成における TPACKの構成要素のうち，TCK，
TPK，TPCKを日本語訳し，日本での家庭科教育法
の授業にあうように，項目を作成した。 
（３）事前―事後の指導案を収集し，記述を分析し

た。 
 
４．結果	
 

	
 本授業実施前に 2場面について，考えられる指導
法について記述させたところ，ICTを活用し，指導
する方法についてはほとんどあがってこなかった。	
  
	
 アンケート調査の結果では，全体的な質問に関し

ては肯定的な結果が得られた。例えば，「さらによ

い授業をするために，ICT を活用することができる
ようになった。」という質問に対しては，3.08 の平
均値が得られた。「この授業を通して,学校の授業で
ICT が指導に与える影響について考えることがで
きるようになった。」では，平均値が3.17であった。 
	
 一方，授業で取り上げた場面については，ある程

度イメージ化できたが，それを他の場面に適用する

ことについてはまだ課題が見られることがわかっ

た。「ICT に関する知識を活用し,XX の領域につい

て理解し,授業内容を考えることができるようにな
った。」という点について，家庭科教育の領域であ

る Aから Dの 4領域について尋ねた。この図を見
てみると，模擬授業の題材として扱った A や C の
領域と比べると，授業で取り上げなかった B や D
の領域については評価が低く，平均値も中央値であ

る 2.5を下回っていた。 
 
５．今後の課題	
 

	
 今回のデータを元に，本講義で取り上げた内容領

域に対する ICT活用指導力だけではなく，取り上げ
なかった領域についても自身で考えることのでき

る応用力の養成が必要であると考える。これを 2回
の授業の中で工夫するのかどうかについては考え

ないといけないが，こうした視点から授業やカリキ

ュラムの改善を行うことが必要である。 
	
 今回は，担当者の授業のやり方に対応する形で模

擬授業を取り入れた展開を考えたが，その他の授業

形態や教科教育法についても実践・提案をしていく

ことが必要である。 
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